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ガラス厚 使用数
8 ～ 13 mm 1 ヶ

14 ～ 20 mm 2 ヶ
21 ～ 26 mm 3 ヶ

パイプへM5タップ加工
加工図参照

基準線

調整限界線

高さ調整

角度調整

ロッド

パイプ
キャップ

パッキン

ゆるみ防止剤※1

※1締め込むと固まり始めます。締込後30分以内に
4の増し締めまで行ってください。 調整後、ねじ頭が外側を

向いていることを確認
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専用工具
(別売品 )

六角穴付
ボタンボルト M5
（お客様手配）

3

推奨締付トルク
12 N・m

推奨締付トルク
5.2 N・m

推奨締付トルク
3 N・m

本製品について

仕様

施工手順

加工図

ガラスへ取り付ける

手すりパイプを固定する 各部を増し締めする

手すり位置に合わせて調整する1

3 4

2

ステンレス鋼製  手すり用ブラケット
HRB -AG型   ガラス取付用         施工説明書

● ガラスフェンスに丸パイプの手すりを取り付ける
ためのブラケットです。

● パイプの受皿の角度を変えることができるため、
階段や斜面でも鉛直に取り付けることができます。

ガラス厚 8 ～ 26 mm

手すりパイプ径 32、 34 、 38 mm
※受皿部に刻印あり

手すり高さ調整範囲 ± 5 mm
取付ピッチ 900 mm以下
水平・鉛直荷重 1200 N(122 kgf) / 900 mm 

40 ± 0.3M5 タップ

ガラス

手すりパイプ

16穴

ガラスは、強化ガラスまたは強化合わせガラスを使用してください。
また、ガラスには飛散防止フィルムを貼ることをお勧めします。
本製品の施工は、知識・経験がある方が本書に従って行ってください。

注意
ガラスやガラス支持部材は、十分な強度が確保されている
ものを使用してください。
ねじのゆるみ等に異常がないか、定期的に点検し、増し締めしてください。

調整方法

ゆるみ防止剤硬化後の外し方

❶パイプ等で
約 300ｍｍ延長

❷ゆるめる

再度取り付ける場合
❸ダイスやタップで古い緩み止め剤を除去
❹ゆるみ防止剤（お客様手配：嫌気性、永久
固着タイプ）を塗布


